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 次に、資本的収入は、企業債16億9,650万円、県費負担金9億4,588万2千円、固定資産売却代金1

億円です。 

 一方、資本的支出は、総合医療センターの病院増改築工事費1,049万円、こころの医療センター

の病院増改築工事費866万6千円、各病院の医療機器購入や院内情報システムの整備・更新など資

産購入費17億421万6千円、企業債償還金15億1,413万7千円、看護師等修学資金貸与費に係る長期

貸付金4,740万円です。 

平成22年度の事業運営につきましては、当面平成21年度における取組を総括した上で、平成22

年度にかかる各県立病院の重点取組等をとりまとめた「当面の運営方針（22年度）」に従って運営

を行います。また、医学部定員増による将来的な医師増加の可能性も出てきましたが、依然とし

て医師・看護師の不足は深刻な状況にあるため、確保定着に関する取組を積極的に行います。 

 

 （２）水道事業会計 

 水道事業は、津市、松阪市を対象とした北中勢水道（中勢系：施設能力１日最大給水量140,216

ｍ3）、四日市市、桑名市及び鈴鹿市を含む３市４町を対象とした北中勢水道（北勢系：施設能力

１日最大給水量137,700ｍ3）、伊勢市、松阪市、鳥羽市及び志摩市を含む４市４町を対象とした南

勢志摩水道（施設能力１日最大給水量169,150ｍ3）による給水を行い、上水の安定した供給に努

めています。また、伊賀市を対象とした伊賀水道（施設能力1日最大給水量28,750ｍ3）について

は、平成22年4月1日に伊賀市へ譲渡しました。 

 北勢地域の水需要に対応するため、長良川河口堰を水源とした北勢広域水道拡張事業を実施し

ます。 

ア．業務の予定量 

  年間総給水量  81,032,086ｍ3 

  １日平均給水量   222,615ｍ3 

イ．収益的収支 収入 10,604,027千円   資本的収支 収入  3,001,398千円 

支出 14,912,362千円   支出  8,677,490千円 

収益的収入は、給水収益103億6,036万円とその他営業収益を合わせた営業収益103億7,080万9

千円及び一般会計補助金1億8,033万7千円等の営業外収益2億3,321万8千円が主なものです。 

 収益的支出は、人件費、修繕費、減価償却費等の営業費用81億8,845万3千円と支払利息等の営

業外費用15億4,307万1千円、特別損失51億7,883万8千円が主なものです。以上の結果、収支差引

43億833万5千円の損失を計上しました。 

 次に、資本的収入は、北勢広域水道拡張事業等に充当する企業債6億2,400万円や一般会計出資

金21億9,041万8千円及び国庫補助金1億7,810万7千円です。 

 資本的支出は、北勢広域水道拡張事業等の建設改良費26億8,059万2千円と企業債等の償還金59

億9,689万8千円です。 








